
ミル トン とロ ー マ ・カ トリ ック教 会

森 道 子

要 旨

ミル トンは"RomanCatholic"と 言 う語 を使用 しない。"Catholic"は"universa1"を

意 味 し、 ℃atholicchurch"は"universalchurch"と な り、理 想 の教 会 と解 釈 され るか

らであ る。 したが って 、 ロー マ教 皇 を頭 とす る、 い わゆ る カ トリ ック教 会 を指す と きは、

当 時 の プ ロテス タ ン トの例 に従 い 、"Papists","Popery","Romish"な どを用 い る。 さ

らに、彼 自身 は、 む しろ"Catholicheresy"と 呼ぶ の が妥 当だ とまで極 言 さ えす る。

1626年 の17歳 の と きの ラテ ン詩"InQuintumNovembris"か ら、1673年 の死 の前 年 に

発 表 したパ ンフ レ ッ トOfTrueReligionに 至 る まで、 カ トリ ック教 会へ の批判 と攻 撃 の

矛先 が鈍 る こ とは ない 。 しか し、抽 象 的 に宗 教 として憎 ん で も、 カ トリ ック教 徒 を個 人

と して憎 む こ とは なか っ た。 そ れ は、 弟 をは じめ 、 イ タ リア滞 在 中 の友 人 た ち と親 交 を

結 ん でい る こ とか ら明 らかで あ る。

本 論 で は、 ミル トンが 特 に カ トリ ック教 会 と向 き合 っ た 時 と して 、 イ タ リ ア旅 行

(1638年 一39年)、DeDoctrinaChristiana執 筆 中(1656年 一60年 、ParadiseLos亡 制 作

と重 な る)、OfTrueReligion(1673年)の 三 時 期 を取 り上 げ、彼 の カ トリ ッ ク教 会 観 、

カ トリ ック者 へ の態 度 を考 えた い と思 う。 同時 に、 この三 時期 は ミル トンの生 涯 を三 部

す る もので 、政 治 的 ・宗教 的 ・社 会 的激 動 の と きで あ る。

キ ー ワ ー ド ジ ョ ン ・ミル トン 、 ロ ー マ ・カ ト リ ッ ク 教 会 、

ド'ツ ア ー 、 イ ン グ ラ ン ド革 命

プ ロ テ ス タ ン ト、 グ ラ ン

ローマ ・カ トリ ック教会 に焦点 を当てて 、 ミル トンを読 み直 し、改 めて彼 の深 い、"life-

longhatred"を 認識 した。17歳 の ときの ラテ ン詩InQuinto.mNovembrisか ら、65歳 の

OfTrueReligionに 至 る まで 、 ほ ぼ同 じkeywordで カ トリ ックへ の憎 悪 と糾 弾 と排 斥
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が 主 題 であ る。

ミル トンは 当時 の プ ロテス タ ン トの習 い どお り、 ローマ ・カ トリ ック教 会 を指 す と き

に"Catholicism"と 言 う語 を用 い ない 。

Theverynamesof"Papist"and"Romish"locatethatChurchasforeign;the

universalistassertionimplicitinthename"Catholic"isoneProtestantwriters

neverallowedtobelegitimate.①

ThePapacyservedassuchanemblemofevilagainstwhichamodern,central-

izednation-statecouldbeorganizedinEngland,justifiedbyanideologyofcapital-

ism,nationalism,andProtestantism.②

Anti-Catholicismactedasthemechanismofculturalreproductionnecessaryto

mobilizeautonomoussubjectsintheserviceofthecentralizedstate;itsupplied

theother,theenemy.③

"C
atholicchurch"と 言 う語 が 登 場 す る の は 、 唯 一DeDoctrinaChristiana29章

(CPWVI,568)で 、"Thevisiblechurchiseitheruniversal,orparticular"と 定 義 し、31

章 で 説 明 す る と き だ け で あ る 。

Butnowthereisnonationalchurchandagreatnumberofparticularchurches,

eachabsoluteinitselfandequaltotheothersindivinerightandpower.These,like

similarandhomogenouscomponents,joinedtogetherbyabondofmutualequality,

formasingle,catholicchurch.(CPWIV,602‐3)

ローマ ・カ トリ ック教 会 とは全 く別 の概 念 、彼 に とっ ては本 来 の概 念 を、"Catholic"と

い う形 容 詞 に持 たせ て い る。 こ う して、 ローマ教 皇 を頭 とす る教 会 をカ トリ ック とす る

の を否 定 し、"Papist"あ るい は"Popery"と 呼 び 、真 の教 会"truechurch"と は認 め

ない。 む しろ、"CatholicHeresy"と 呼 ぶ ほ うが 妥 当だ と言 う。

Butasforpoperieandidolatrie,whytheyalsomaynothencepleadtobetolerat-

ed,Ihavemuchlesstosay.Theirreligionthemoreconsidered,thelesscanbe

acknowledgdareligion;butaRomanprincipalitierather,endevouringtokeepup

herolduniversaldominionunderanewnameandmeershadowofacatholicreli-

gion;beingindeedmorerightlynam'dacatholicheresieagainstthescripture;

supportedmainlybyacivil,and,exceptinRome,byaforeinpower:justlyther-
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foretobesuspected,nottoleratedbythemagistrateofanothercountrey.(CPWVII,

254)

その 生 涯 を通 じて、 ミル トンの カ トリ ックへ の態 度 には次 の よ うな特 徴 が見 られ る。

まず、Parker④ の指摘す る ように、 ミル トンは 「"Popery"は 宗教 ではな く、教 皇 の専

制 政治"Pontificaldespotism"」 だ と主 張 して譲 らない 。

次 に、や は り、Parkerの 言 う とお り 「彼 は ア ブス トラク ト(抽 象)と しての カ トリッ

クは憎 む が、 カ トリッ ク者 には愛i青を持 ってい る」 の で あ る。

Miltonhatedtyranny;hehatedignorance,andhypocrisy,andlaziness;hecould

tremblewithemotionandpourforthrhythmicrancouruponanideathatthreatened

thefreegrowthofthehumanspirit.Sutitwasnotinhisnaturetohatepeople.

AboveallthingshehatedRomanCatholicismintheabstract;buthelikedmany

RomanCatholics.⑤

さ らに、 「ミル トンは詩 の 世 界 とパ ン フ レ ッ トの 世界 で は ま るで 別 人"Theworldof

poetrywasdifferentfromtheworldofpamphletsandpartisanship.Miltonwasnot

afraidtoshowhistrueselfinthisotherworld。"⑥ 」 と言 える。 そ して 、 イ タ リアで の

知 己Dati,Salzilli,Mansoへ の手紙 や 詩(ラ テ ン語)で は、 彼 らカ トリ ック者 へ の言 葉

には攻 撃 の片鱗 もうかが われ ない 。教 皇 の悪 口 を言 って い る ラテ ン詩 を詩 集 に入 れ た こ

とに謝 罪 に 聞 こえ る言葉 さ え並 べ て い る。

Yetsinceyouwishit,Ishallshortlysendyouthatpartofthepoemswhichisin

Latin;andIshouldhavesentitofmyownaccordlongsince,hadInotsuspected

thattheywouldbeunpleasingtoyourearsbecauseofthosewordsspokenrather

sharplyonsomepagesagainsttheRomanPope.NowIbegyoutoobtainfrommy

otherfriends(forofyouIamcertain)thatsameindulgencetofreedomofspeech

which,asyouknow,youhavebeenusedtograntinginthepastwithsingularkind-

ness...Icraveitnowwhenevermentionbemadeofyourreligionaccordingtoour

custom.⑦

この よ うな ミル トンの 傾 向 をそ の 生涯 に た どる と、 そ の底 流 に別 の ミル トンの姿 が

写 って くる。 瞑想 を愛 す るIlPenserosoの 修 道 女"nun"か らParadiseRegainedの キ

リス トにつ なが る もの で ある。 本論 で は、 この よ うな ミル トンの諸 相 を彼 の重 要 な三作
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品の制 作 時 に焦 点 を 当て て追 求す る。

第一 はイ タ リア旅 行(1638年 一39年)とAreopagitica発 表 の と き(1644年)

第二 はDeDoc亡ringChristiana.f,筆 とParadiseLostf,筆 の 時期(1656年 一)

第三 はOfTrue-Religion発 表 の とき(1673年)

上記 の 三時 期 は、 ほぼ15年 ずつ の期 間 を空 けて い て、 ミル トンの生涯 を三 部 に分 け る

ときその各 部 に対 応 す る。 そ して、 どの15年 間 もそ れぞ れ特 徴 を持 ち、 ミル トンの人 生

に とって ドラマ テ ィ ックな展 開 を繰 り広 げ る。

イ タリア旅行 の13年 前 のInQuintumNovembrisが 発 表 された1625年 とい う年は、 ジェ

イム ズ1世 の死(3月27日)と 、 チ ャール ズ1世 の カ トリ ック王女HenriettaMariaと

の 結婚(6月13日)の 年 で あ った。 そ の2つ の歴 史 的 に重要 な事 件 の起 きた後 の11月 に

制作 され た と伝 え られ て い る。 この 詩 のテ ーマ は20年 前 の1605年 に起 きた カ トリ ック教

徒 の 陰謀未 遂 事件 であ る。17歳 の ミル トンは、 ジェ イ ムズ1世 とイ ング ラ ン ドの勝利 と、

ロー マ教皇 とロー マ ・カ トリック教 会 の敗北 を高 らか に歌 っ てい るが 、ス チ ュ ァー ト王

朝 の将 来へ の危惧 を内 包 してい る とも考 え られ ない こ ともな い。 同時 に、 ロー マの 陰謀

に勝 っ た と きの 若 い イ ング ラ ン ド教 会 と即位 した ば か りの ジ ェ イムズ1世 を思 い起 こ し

て、 まだ若 い ミル トンの期 待 と挑 戦 も うか が い取 れ る。"James,thepeace-bearer(5)"

に対 し、"theweareroftheTripleCrown(55)"と か"theBabylonianpriest(156)"

とか"thisgodlessmobofPapists(201)"と か"thePapists'cruelventure(221-2)"

と糾 弾 す る言 葉 は激 しい。

ホ ー トン引 き こ も りの6年 間の 後、 父 を説 得 し、 そ の嫌 悪 してや まない ローマ教 会 の

本 拠 地 に向か っ て、14ヶ 月 に及 ぶ グ ラ ン ド ・ツア ー に旅 立 つ 。 その 旅 の実 情 は全 くミス

テ リー で あ る。 旅 日記 は皆 無 で あ り、ProPopuloAnglicanoDefensioSecunda(A

SecondDefenseoftheEnglishPeople)に15年 後(記 憶力 を誇 る者 で も相 当事 実 に変

化 を きたす 期 間 であ る)に 記 され た短 い 回想 の ほか は、Mansurと 個 人 的書 簡 が あ るの

み で 、後 世 の人 間 に とって は、 すべ て推 測 の域 を出 な い。

旅 行 の 日程 は 、1638年 春 か ら1639年7月 まで の、 全15ヶ 月 で、、パ リ→ マ ル セ イユ →

ニ ー ス → ジ ェ ノ ヴ ァ→ ピサ → フ ィ レ ンツ ェ(6月 末 着 、2ヶ 月)→ シエ ナ → ロー マ

(2ヶ 月)→ ナ ポ リ(12月 の大 半 、1ヶ 月)→ ローマ(1月 と2月 、2ヶ 月)→ フィ レ

ン ツェ(3月 と4月 、2ヶ 月)→ ボ ローニ ャ、 フェ ラー ラ、 ヴ ェニス(1ヶ 月)→ ヴ ェ

ロー ナ→ ミラ ノ→ アル プス → ジ ュネ ー ヴ(6月10日)→ フラ ンス→ イ ング ラ ン ドであ る。

イ タ リア旅行 は多 くの文化 的、 文学 的 実 りを与 え た。 だか らこそ、宗 教 的居 心 地の 悪

さが あ っ た と言 いつ つ も、12ヶ 月 は滞 在 してい る。 しか も、 故 国の危 急(1638年2月 ス

コ ッ トラ ン ド国民 盟 約、1639年6月 第 一次 主教 戦 争)を 聞い て、 ギ リシ ャ、 シ シ リー 島

へ の予 定 を取 りや め て 、 「急 ぎ帰 国」 と言 い なが ら、帰 途 、 フ ィ レ ンッ ェ とロ ー マ に さ
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らに2ヶ 月ずつ寄 り、 ヴェニス に1ヶ 月、短期滞在 を近辺 の都市 に取 り、 ジュネーヴ

に1ヶ 月過 ごしているため、6ヶ 月以上かけて帰国す る。この旅行 にかけた彼 の第一の

目的が詩人 としての将来への貢献であることは、 フィレンツェ、 ローマに4ヶ 月ずつ長

期滞在 していることが何 よりの証明である。ナポリの侯爵JohnBaptistaMansoの 保護

とホス ピタリティにもかかわ らず、ナポリ滞在が1ヶ 月 にす ぎない ことは、やは り、宗

教的居心地が悪かったことと、 リアルタイムでの文芸 的収穫 が少 なかった ことであろ う。

TherecordstelluslittleabouttheparticularcircumstancesoftheNaplesvisit,

onlythatitlastedaboutamonth,amuchshortertimethatonemighthaveexpect-

ed,seeinghowmuchthecityhadtoofferandrememberingthefantasticwealthof

thesurroundings‐theruins,thecountryside,Vesuvius-一 一andtheremindersofVirgil

andHoraceandCatullusandthousandothers.Asforbooksandacademies,there

washardlygreaterwealthinRome.Whatthecitywasdeficientinwasthenew

kindofmusicalentertainment....

そ の点 か ら、 ジ ュネ ー ヴでの 滞在 の短 さ も説 明 で きるか もしれ ない 。 アル プ ス を越 え

て、 や っ とプ ロ テス タ ン トの国 家 に た ど り着 い た に して はあ ま りに駆 け足 の滞 在 で あ っ

た。CharlesDiodatiの 叔父 とCharlesの 死 を嘆 きあ う以外 に取 り立 て て引 き止 め る もの

が なか った 。つ ま り、 ジ ュネー ヴで得 られ る もの は、 ミル トンに とって、 さほ ど重 要 で

は なか った の で あ る。 旅 の 目的 は 、宗 教 よ り、文 学 ・芸 術 の ほ うが は るか に重要 で あ っ

た。憎 んで も憎 み きれ ない ロー マ教 皇 支 配下 の イ タリア諸都 市 に あ えて赴 くこ とか ら も、

宗 教 が二 の 次 で あ る こ とは明 白で あ る。 したが って、 イ タ リア滞 在 中 もその 後 も、 人 間

とは カ トリック であ ろ うと、 プ ロテ ス タ ン トで あ ろ う と、 こだ わ りな くつ き合 っ てい る。

敵 は人 間 で はな く、抽 象 的宗 教 とそ の執行 勢 力 で あ る。 ローマ教 皇 も概 念 あ るい は地位

と して は絶 えず 攻 撃 して も、 個 人 名 を挙 げ る こ とは ほ とん どない。 イ タ リア滞在 中の 友

人 には、 フ ィ レンツ ェの ア カデ ミー の会 員 た ち(Dati,Salzilliら)、 ローマ教 皇 そ の人 の

二人 の甥CardinalFrancescoBarberiniとCardinalAntonioBarberini(CPWI,334)、

ナ ポ リの 貴 族Manso、 ヴ ァチ カ ンの 図 書館 員LucasHolsteniusら が い る。 そ して 、

"
goodhumanistFlorence,badpopishRome"と の表 現 を用 い つつ 、 イ タ リアへ の愛 を

ここか しこ に表 明 して い る(CPWI,330;IV,i,609,615)。 特 に フ ィ レ ンツェ を愛 し、 懐

か しむ こ とが多 い。 ヴ ァチ カ ンの 図書 館 には貴 重 な資 料 が多 く、 フ ィ レンツ ェか ら丁 重

な礼 状 をHolsteniusへ 送 ってい る。

Inthelaststagesofhisjourney,whenhehadreturnedtoFlorence,hewroteto
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LucasHolsteininRome,thankinghimforhiscourtesies,andinacertainindirectway

characterizingsomethingofhisexperiencethere:...whenIwentuptotheVatican

forthepurposeofmeetingyou,youreceivedme,atotalstrangertoyou(unless

perchanceanythinghadbeenpreviouslysaidaboutmetoyoubyAlexander

Cherubim),withtheutmostcourtesy.Immediately.admittedwithpolitenessinto

theMuseum,Iwasallowedtobeholdboththesuperbcollectionofbooks,andalso

verymanymanuscriptGreekauthorssetforthwithyourexplanations....Forthe

rest,youwillhaveboundmebyanewobligation,ifyousalutethemosteminent

Cardinalwithallpossibleobservance,inmyname;whosegreatvirtuesandanxiety

todoright,singularlyreadyalsoforthepromotionofalltheliberalarts,arealways

presentbeforemyeyes,aswellasthatmeek,and,ifImaysosay,submissive.lofti-

nessofmind_.⑨

こ れ に対 し、CardinalFrancescoBarberiniに 優 る歓 待 を受 け たナ ポ リの侯 爵John

BaptistaMansoか ら、信 仰 の違 い のた め十 分 な歓 待 が で きなか った と謝 罪 の ような言

い訳 を受 けた こ とや、 イギ リス 商人 か ら 「ローマ に帰 る とJesuitsが た だ で は済 ま さな

い」 と脅 しと も取 れ る ような警 告 を受 け た こ とを記 して いる。 プ ロテス タ ン トで あ る こ

とを表 明 し、 それ に伴 う危 険め い た もの を意 識 させ られ たの を語 るの は、全 イ タ リア滞

在 の うちで、 ナ ポ リに関 して だ けであ る。 ローマ で は、 ローマ のEnglishJesuitCollege

での 晩餐 会 の招待 に応 じた記 録 も残 って いて(CPWI,334)、 矛 盾 を感 じさせ られ る。

...IproceededtoNaples.HereIwasintroducedbyacertainEremiteFriar,with

whomIhadmadethejourneyfromRome,toGiovanniBattistaManso,Marquisof

Villa,amanofhighrankandinfluence,towhomthefamousItalianpoet,Torquato

Tasso,dedicatedhisworkonfriendship.AslongasIwasthereIfoundhimavery

truefriend.Hepersonallyconductedmethroughthevariousquartersofthecity

andtheViceregalCourt,andmorethanoncecametomylodgingstocall.WhenI

wasleavinghegravelyapologizedbecauseeventhoughhehadespeciallywished

toshowmemanymoreattentions,hecouldnotdosointhatcity,sinceIwas

unwillingtobecircumspectinregardtoreligion.AlthoughIdesiredalsotocross

toSicilyandGreece,thesadtidingsofcivilwarfromEnglandsummonedmeback

....AsIwasonthepointofreturningtoRome,Iwaswarnedbymerchantsthat

theyhadlearnedthroughlettersofplotslaidagainstmebytheEnglishJesuits,

shouldIreturntoRome,becauseof,thefreedomwithwhichIhadspokenabout
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religion.{CPWIV,1,618‐9}

当時 、 スペ イ ンは、theduchyofMilanとtheKingdomofNaples,SicilyandSardinia

(強力 な宗教 裁判"lnquisition"が 執 行 され てい た)を 所 有 し、北 方 のtheRepublicof

Venice,thedukesofSavoyに も 目を光 らせ てい た。教 皇 直 下 のthePapalStateも 反 宗

教 改革"Counter-Reformation"の 厳 しい実 施 と執行 の ため にス ペ イ ンの軍 事力 に頼 って

い た し、theRepublicofGenoaは スペ イ ンに多 大 な借 用 金 を負 っ てい た。 しか し、 ミル

トンが 帰 国 して8年 後 の 、1647年 に、"fishermanleader"Masanielloの 率 い るナ ポ リ市

民 階級 の スペ イ ンへ の 反乱 が起 こ り、 シ シ リー ・サ ルデ ィニ ア王 国 に広 が る。 さ らに翌

年、1648年 の30年 戦 争 の終結 後 、 イ タ リアに お けるス ペ イ ン勢力 は衰 えてい く。 しか し、

ミル トンの訪 れ た時期 は、反 宗 教 改 革、 宗教 裁判 の執行 の まだ 強力 な時代 で あ っ た。

もっ と も、Chaneyは 次 の よう に反 論 す る。

Aslateas1639MiltonclaimsthathewastippedoffbyEnglishmerchantsat

NaplesthataJesuitplotawaitedhimatRome,butbythisdatesuchastoryis

unconvincingandheprobablypublisheditpartlyinordertoenhancehisprestige

inPuritanEnglandandpartlytodisguisetheextenttowhichhehadinfactfrater-

nizedwithCatholicwhileinltaly.10

宗教 改 革へ の反動 と して、 カ トリック教義 を確 立 した トリエ ン トの公 会議"the

CouncilofTrent"と は、プロテスタン トとカ トリック教会 の双方か らの要求で、召集 さ

れた会議であったが、最終的にはカ トリック教会だけの結集で終わった。聖書 と伝承 を

信仰の規範 と宣言 し、 ミサ、秘蹟、義化、免償、聖人の代祷、煉獄 についての教理 を決

定する。 さらに、聖画像の尊重、結婚、聖職者 の刷新 についての教令 を公布 した。

Corruptioninthefifteenthcenturyandtheologicalchallengesinthesixteenth

hadledtodemandsbyProtestants(especiallyMartinLuther)andCatholicsalike

foranewecumenicalcouncil,agoalfitfullybutfinallyfulfilledwithoutthe

ProtestantsattheCouncilofTrent(1545‐63).Meetinginthreeseparatesessions

(1545‐47,1551‐52,and1562‐63),Trentundertookbothmoralreformanddoctri-

nalclarification,definingthecentraltenetsofcontemporaryCatholicism.Against

Protestantism,thecouncilupheldpapalprimacyandproclaimedScriptureandtra-

ditiontobeequalfontsofrevealedtruth.TrentalsoclarifiedtheCatholicdoctrine

ofthesevensacramentsandofjustification,refutingProtestantismbyreaffirming
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theScholastictheologiesoftheMiddleAges.⑪

Finally,CatholicprincesinSpain,France,ItalyandGermany,seekingtobolster

theirownrealmsbychampioningpapalauthority,providedthepoliticalandmili-

tart'forcetoimplementreformsoverwideterritories..Despitethereligious

impulsesoftheCatholicReformation,itssuccess,likethatoftheProtestant

Reformation,dependedonthesupportofsecularrulers.12

TheCouncilofTrentcreatedanewChurch-verydifferentfromtheoneoutof

whichithadarisen-一 一aChurchthatcanwithsomejusticebecalledthe`Tridentine

Church'(fromtheLatinnameforthecityofTrent)inordertodistinguishitfrom

apreceding`RenaissanceChurch'.Atthesametime,itcreatedonefurthercrite-

rionfordefiningthenascentItalian`nation'.AftertheconclusionoftheCouncil,

beingItaliannolongermeantjustacceptingtheHighRenaissancemasterpiecesas

normativeintheartsandlettersandBembo'sVolgareasacommonwrittenlan-

guage.Italsomeantacceptingtheparticularformulasofreligiousfaiththathad

beenlaiddownatTrentandtheTridentineChurchasthesoleinstitutionalmani-

festationofthatfaith.13

これ に対 し、 分裂 した プ ロ テス タ ン トの 諸 教 会 は信 経 の統 一 、 体 系 化 の推 進 に励 み 、

戒律 や 儀 式 か らの 解 放 を実 施 し、 十 字 を切 る こ と"crossing"、 脆 くこ と"kneeling"、

十 字架 像"crucifix"を 飾 る こ と、 ロー ソク の使 用 、 聖書 外 典 の使 用 な どを禁止 し、 四

旬 節 や堅 信 式 の廃 止 を強化 して、神 と人 間 との 直接 のつ なが りを重 視 した。(エ リザ ベ

ス1世 の統 一令(1559年)は プ ロテ ス タ ン トに は反動 と と らえ られ て い た。 カ トリ ック

と似 た典 礼 、 オ ル ガ ン演奏 、 祭 服 の 着用 な どを認 め たか らで あ る。)ト リエ ン トの公会

議 に基 くロ ーマ ・カ トリ ック教 会 の粛 清 を、 ミル トンはイ タ リア滞在 中、特 に ナポ リ滞

在 中 に、 強 烈 に体 験 し、 激 しい反発 を感 じた に違 い ない。

1570年 代 か ら1630年 代 まで、.精力 的 なll人 の教 皇 た ち、 ピウス5世(1567年 一72年)、

グ レゴ リウス13世(1572年 一85年)、 シクス トゥス5世(1585年 一90年)、 ウルバ ヌス7

世(1590年)、 グ レゴ リウス14世(1590年 一91年)、 イ ンノケ ンテ ィ ウス9世(1591年)、

ク レメ ンス8世(1592年 一1605年)、 レオ11世(1605年)、 パ ウル ス5世(1605年 一21年)、

グ レゴ リウ ス15世(1621年 一23年)、 ウルバ ヌ ス8世(1623年 一44年)が トリエ ン ト公

会 議 の教 令 の履 行 に力 を注 い だが、 特 に、 ピウス5世 、パ ウル ス5世 、 ウルバ ヌ ス8世

が 名 高 い。 ミル トンの滞在 中 はそ の最 後 の教 皇 ウルバ ヌ ス8世 が勢 力 を揮 っ てい た。彼
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は 強力 な貴族 バ ル ベ リー二 家 出 身で 、 そ の甥2人 は枢 機卿 で あ っ た。 ミル トンが歓 待 を

受 けた の は、兄 のFrancescoBarberiniで あ る。 弟AntonioBarberiniは ミル トンと同

い年 で 、音 楽 に造 詣 が深 か っ た。

イ タ リア旅 行 は実 り多 く収 穫 も喜 び も大 きい もので あ った が、 暗 澹 た る思 い に と りつ

か れ 、帰 国後 ミル トンに生 涯 に及 ぶ深 い傷 を残 す 経験 が あ っ た。Inquisitionの た め幽 囚

の 身 の、 盲 目の ガ リ レオ との面会 であ る。S.B.Liljegrenは 、 ガ リレオが1632年 か ら死

ぬ まで"inaccessibletovisitors"で あ った はずで 、 ミル トンの 面会 経験 を虚偽 で ある と

の 主張 を呈 した が、 論駁 され て い る。 ガ リレオ の姿 は強 い 苦痛 と憤 りを ミル トン に刻 み

付 け、 「言 論 の 自由」 の主張 に駆 り立 て る。 ミル トンは繰 り返 し、 「イ ングラ ン ドは 自由

の 国で あ る」 とか、 「イ タ リアで そ れ を羨 ま しが られ た」 と述 べ てい る。

...IcouldrecountwhatIhave.seenandheardinotherCountries,wherethis

kindofinquisitiontyrannizes;whenIhavesatamongtheirlernedmen,forthat

honorIhad,and-bincountedhappytobeborninsuchaplaceofPhilosophicfree-

dom,astheysuppos'dEnglandwas,whilethemselvsdidnothingbutbemoanthe

servileconditionintowhichlerningamongstthemwasbrought;thatthiswas

whichhaddamptthegloryofItalianwits;thatnothinghadbintherewritt'nnow

thesemanyyearsbutflatteryandfustian.ThereitwasthatIfoundandvisited

thefamousGalileogrownold,aprisnertotheInquisition,forthinkingin

AstronomyotherwisethentheFranciscan .andDominicanlicensersthought.

(CPWII,537-8)

帰 国 し た ミル ト ン は 、 イ タ リ ア 滞 在 の 後 遺 症 の よ う な 言 論 と出 版 の 自 由へ の 熱 弁 を 、

(ReasonofChurchGovernment(1642年),ApologyofSmectymnus(1642年),

DoctrineandDisciplineofDivorce(1643年)に 続 い て)Areopaglticaに 結 晶 させ る 。

言 論 の 自 由 を 考 え る と 、 イ タ リ ア 、 あ る い は ロ ー マ ・カ トリ ッ ク教 会 の 最 悪 の 状 況 の 記

憶 も新 た に な り、 増 幅 さ れ 、 カ ト リ ッ ク 教 会 と ロ ー マ 教 皇 へ の 攻 撃 の 矛 先 は 熾 烈 を極 め

る 。 「愛 さ え あ れ ば 多 くの こ と は"tolerate"で き る("Howmanyotherthingsmight

betoleratedinpeaceandlefttoconscience,hadwebutcharity"CPWII,563)」 と 主

張 し つ つ 、 「"popery"を"tolerate"し ろ と は 言 っ て い な い("Imeannottolerated

Popery,andopensuperstition,which,asitextirpatsallreligionsandcivillsuprema-

cies,soitselfshouldbeextirpat"CPWII,565)」 と 語 気 荒 く排 撃 す る。 最 晩 年 のOf

TrueReligionま で 変 わ る こ と な く維 持 さ れ る 主 張 で あ る 。 イ タ リ ア 旅 行 か ら帰 国 後 、

まず 発 表 す る の が 、 そ の 実 り多 き成 果 で あ る は ず の 文 学 で は な く、 カ トリ ッ ク 教 会 を 攻
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撃 し、 教 皇 を糾 弾 す るパ ンフ レ ッ トで あ る こ とは皮 肉 と言 えよ う。 イ タ リア滞在 の否定

的 副 産物 で あ り、 ミル トンの 言葉 に よれ ば、 「左 手 の仕 事 」 で あ る もの が次 々 と発 表 さ

れ続 け、 グ ラ ン ド ・ツ アー の真 の成 果 を見 るに は まだ しば し、待 た ね ばな らない ので あ

る。

そ して、1649年 にSecretaryofForeignTonguesに 任命 され る。 そ の前 後 にTenure

ofKingsandMagistratesと.Eikonoklastesを 発 表 し、1651年 にはDefensioproPopulo

Anglicanoを 出版す る。1652年 に はつ い に全盲 とな り、 『キ リス ト教 義 論 』DeDoctrina

Chris亡Lanaに 着 手 す る。 政 治 と宗 教 が 表 裏 一体 をなす 革 命 の 中 に ま と もに巻 き込 まれ、

キ リス ト教 の建 て直 しの必 要性 を ます ます痛 感 す る。"restoringreligiontosomething

ofitspureoriginalstate"(CPWIV,ll7)を 求 め る。 真 の教 会 とは何 か、 を明確 に し、誤

謬 を取 り除 く必 要 を感 じ、DeDoctrinaChris亡Tanaに 取 り掛 か る。

IhadfocusedmystudiesprincipallyuponChristianadoctrinebecausenothingelse

cansoeffectuallywipeawaythosetworepulsiveafflictions,tyrannyandsupersti-

tion,fromhumanlifeandthehumanmind.(CPWVI,118)

真 の キ リス ト教 教 会 と は単 純 明快 な もの で 、 外 的 に は 、 聖 書"HolyScriptures"

(DDC,xxx)、 内 的 には、 聖霊"HolySpirit"(DDC,vi)の み で あ る。 そ の2つ の うち、

よ り重 要 なの は、各 個 人へ 働 きか け る"HolySpirit"で あ り、 そ れ は"reason"で あ る。

聖 霊 に よって個 人 が解釈 す る聖書 に従 っ て生 きる こ とが 、真 の キ リス ト教 徒 の態 度で あ

り、 そ の信徒 の集 会 が真 の教 会"truechurch"で あ る。

...toconstituteachurchmaybeperformedinacorrectandproperlyorderedway

inaparticularchurch,withinthewallsofaprivatehousewherenogreatnumber

ofbelieversareassembled.(CPWVI,602)

Themodernmethodofholdingmeetingsshouldnotberetained:insteadthat

institutedbytheapostlesshouldberestored.(CPWVI,608)

聖書 を解釈する力の劣 る人々を"minister"が 指導 し、 ミル トンのDDCも 役 立つ はず

である。 しか し、あ くまで もその解釈 を受 け入 れるか どうかは、個人の問題である。

DonotacceptorrejectwhatIsayuntilyouareabsolutelyconvincedbytheclear

evidenceoftheBible.(CPWVI,124)
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Showcrossは そ の ミル トン の 宗 教 的 神 学 的 立 場 を"quiteindividualistic"と 言 う⑭ 。 そ

して 、"solitary"で"private"な 内 面 の 光 に信 仰 の 基 盤 を 置 く こ と に は危 険 が 伴 うで あ

ろ う。"solitary"も"private"も ミ ル トンの 愛 用 語 で 、 彼 の2大 叙 事 詩.ParadiseLost

とParadiseRegainedは そ れ ぞ れ こ の 語 で 幕 を 閉 じ る 。

ThroughEdentooktheirsolitaryway.(PL,xii;649)

Hometohismother'shouseprivatereturned.(PR,iv,639)

ミル トン自身 は実 に個 人主 義 で あ り、協 調性 に欠 け、孤独 を愛 し、 教 会 の必 要性 を感 じ

て い る とは思 えな い。1660年 以前 か ら、 ミル トンが 教 会 に属 してい た形 跡 は ない"not

onlyaftertheRestorationbutalsoduringtheInterregnum,thereisnorecordof

Milton'sformalmembershipinanyparishorcongregation"とBarbaraLewalskiは 言

う⑮ 。 したが って、 プ ロテ ス タ ン トの一致 団結 を説 き続 け る ものの 、教 会 は個 人 、少 人

数 で あ る こと を推 奨 す る、 とい う矛 盾 を犯 して い る。

そ の真 の教 会 の理論 武 装 に 当た り、対 蹟 にあ る、"falsechurch"と して、 ロ ーマ ・カ

トリ ッ ク教 会が 引 き合 い に出 され る。 カ トリッ ク教 会 を他 者、 敵 と して、彼 の 「真 の教

会」論 が構 築 されて い く。真 の教 会 で あ るプ ロテ ス タ ン トの諸教 会 は互 い に"tolerance"

を持 ち合 わ ね ば な らない が、 カ トリッ ク教 会 に だ けは持 って は な らな い。 そ の対 峙す る

カ トリ ック教 会 とは、 トリエ ン トの公会 議 で 決定 され た カ トリ ック教 義 の上 に立 つ もの

で あ る。

ローマ ・カ トリ ック教 会攻 撃 に ミル トンが頻 繁 に用 い るkeywordsつ ま り、 ミル トン

が と ら えて い る カ トリ ックの特 徴 や 主 な要素 を表 す の に使 う語 は"tyrant","supersti-

tions","traditionsandadditions"で あ る。"tyrant"と は もちろ ん"Pope"で あ り、 教

会 の頭 な どとい う もの はな い。聖 ペ トロが教 会 の岩 、長 と して選 ば れ た とい うの も、 聖

書 の箇 所 「あ なた はペ トロ。 わ た しは この 岩 の上 にわ た しの教 会 を建 て る。 陰府 の力 も

これ に対抗 で きない。 わ た しはあ なた に天 の 国 の鍵 を授 け る。 あ なたが 地上 でつ な ぐこ

とは天 上 で もつ なが れ る。 あ な た が 地 上 で解 くこ とは、 天 上 で も解 か れ る」(マ タイ

16:18-19)の ローマ ・カ トリ ック教会 の 勝 手 な解釈 で あ る。

Thosepeopleareinerror,therefore,whosetupanyoneasanearthlyheadover

thechurch,particularlyPeterandhisso-calledsuccessors,thePopesof .Rome.

Thereisnodivineauthorityfordoingthis.Petercertainlydoesnotseemtohave

beenpreferredtotheotherapostles....(CPWVI,566}
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ま して や、 ペ トロの後 継 者 な どは あ りえない 。"Thispowerisnotcommittedonlyto

Peterortoanyparticularpastorinhisname,buttoeveryparticularchurchasa

totality.(CPWVI,609)"教 皇 の不 謬 性"infallibility"は そ の次 の公 会 議 、300年 後 の19

世 紀 の 第1ヴ ァチ カ ン公 会議(1869年 ～70年 、啓 示 と信 仰 の性 質 、信 仰 と理性 の関係 が

論 じ られ た)の 決 定 で あ って、 ミル トンの 時代 には まだ教 皇 の持 た な い特権 で あ ったが 、

教 皇 の 絶対 君 主以 上 の権力 は実在 して いた 。"superstitions"の 具体 例 は挙 げ られ てい な

い が、"HolyScriptures"に1ま 書 か れて い な い伝 承 で あ り、 ロー マ ・カ トリ ツク教会 の

"ceremonies"で あ り
、"traditionsandadditions"で 、 ヴ ァチ カ ンが付 け加 えた もの に

す ぎな い 。 これ に は、 偶 像(神 、 キ リス ト、 マ リア 、 聖 人 た ち の 像)も 含 ん で い る。

("Humantraditions,writtenorunwritten,areexpresslyforbidden"CPWIV,591)

ミル トンの唱 道す るキ リス ト教 教 義 の 中で、 特 筆す るの は、 三位 一・体(α)阿V,204)

の キ リス トの神性 で あ る。彼 はア リウス派 とアル メニ ウス 派 の中 道 を 自己流 に解 釈 して

お り、Lewalskiは"Milton'sownversion"⑯ とす る。 カ トリ ック教 会 が"sacrament"

を7つ 定 め るの に対 し、2つ しか あ りえな い と主張 す る(α)WIV,556-60)。 す なわ ち、

洗 礼(幼 児 洗礼 は認 め ない。"asanadult,notasaninfant"CPWIV,608)と 主 の晩 餐

"L
ord'sSupper"(聖 変化 は認 め ない,CPWIV,552-3)の み であ る。

この プ ロテス タ ン トの教 義 は、Paradise五 〇s亡第三 巻 の 三位 一体 の場 面 や、"reason"

を最 重 要 とす る大 天使 ミカエ ルの 主張 な どに反 映 され る。

Sincethyoriginallapse,trueliberty

Islost,whichalwayswithrightreasondwells

Twinned,andfromherhathnodividualbeing

Reasoninmanobscured,ornotobeyed,

Immediatelyinordinatedesires

Andupstartpassionscatchthegovernment

Fromreason,andtoservitudereduce

Mantillthenfree.PL,XII,83‐90

...andthetruth

Withsuperstitionsandtraditionstaint,

Leftonlyinthosewrittenrecordspure,

ThoughnotbutbytheSpiritunderstood.

Thenshalltheyseektoavailthemselvesofnames,

Placesandtitles,andwiththesetojoin
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Secularpower,thoughfeigningstilltoact

Byspiritual,tothemselvesappropriating

TheSpiritofGod,promisedalikeandgiven

Toallbelievers;andfromthatpretence,

Spirituallawsbycarnalpowershallforce

Oneveryconscience;PL,XII,510‐25

詩 の中 では、 時代 錯誤 とな る語"Popery","Papist"な どは当然登場 しないが 、明 らか に

教 皇 と カ トリック教 会 を非難 す る箇 所 は多 く、Satanに 教 皇 が投 影 され る ところ もあ る。

もっ と も、 詩作 で は、 カ トリ ック との教 義 的 齪酷 は顕 著 に な らな い。"Franciscan"や

"D
ominican"な どの 時代 錯 誤 の名 称 を敢 えて特 記 し、 そ のfriarsへ の 反感 が 挿 入 され

る が 、 す で に 引 用 したAreopagi亡icaに 見 られ る よ うに 、 イ タ リア で"friars"が

"l
nquisition"の 手 先 であ った憤 りの記 憶 の名 残 で あ ろ う。 だ が 、Kingの 次 の よ うな

説:

Recallingtheblind"fblly"offriarsinMilton's血QuintumハTovembris,theepisode

participatesinthepoet'slifelonghostilityto"papistry."OnthegroundthatJesus

Christ"livesinheaven"followingtheAscension.Thenarratormocksthealleged

worldlinessofCatholicismbyscoffingatcredulouspilgrimswhoseeksalvationat

Golgotha,thesiteoftheCrucifixion.Theattackincludeslaypeoplewhosupersti-

tiouslybelievetheymaygainentryintoheavenbydonningafriar'shabitatthe

pointofdeath.Nevertheless,satiricalattackfocusesonthefourchiefordersof

beggingfriars,includingCarmelites,Dominicans,andFranciscans,whowearwhite,

black,andgrayhabits,inadditiontoAugustiniansorAustinfriarsandhermits,

whomthenarratorterms"eremites."17

お よ び 、ParadiseLost,第 三 巻 の 描 写:

...andmanymoretoolong,

Embryos.andidiots,eremitesandfriars

White,blackandgray,withalltheirtrumpery,

Herepilgrimsroam,thatstrayedsofartoseek

InGolgothahimdead,wholivesinheaven;

AndtheywhotobesureofParadise
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DyingputontheweedsofDominic,

OrinFranciscanthinktopassdisguised; PL,III,474-80

に 反 し、Mansoに 紹 介 して くれ た、 ナ ポ リ旅 行 の道 連 れ の"hermit"に は感謝 し、 よ

い 関係 を保 った。

1660年 以 降の文 筆 活動 と蟄 居 生 活 の沈 黙 を破 り、1673年 に、チ ャー ルズ2世 の発 布 し

た信 仰 自由令"TheDeclarationofIndulgence"(1672年)と 王 弟 ヨー ク公 の カ トリ ック

改宗 の危 惧 か ら、 ミル トンはOfTrueReligionを 発 表す る。 プ ロテス タ ン トの諸 教会 は

イ ング ラ ン ド教 会 と力 を合 わせ て、 ローマ ・カ トリ ック教 会 に反 対 しな けれ ば な らない 、

と従 来 ロー マ側 と見 な してい た イ ングラ ン ド教 会 を初 め て協 力者 に含 み込 んで い る。 共

和 制政 治 が終 わ り、 ピュ ー リタ ン確 立 に敗 れ た もの の、 ロー マ ・カ トリ ック教 徒 の 国王

を擁 す る こ とだ けは金輪 際 避 け な けれ ば な らない 、真 の 自立 の な い国家 に堕 して しま う、

と言 う懸 念 か ら、 激 しい警 告 で あ っ た。 翌 年 世 を去 る こ と を考 え る と遺 言 と もい え る。

しか し、 政 治 的要素 の 強 い社 会 に比 べ、 ミル トンの 主張 は宗 教 中心 で 、 時代 の趨 勢 に遅

れ て い て、"marginal"で 、惹 きつ け る力 もな く、 反応 もない との指 摘 が あ る。

Twoessaysbyoneauthorarguefortolerance;oneiscelebrated,oneignored.

Toanswerwhy,beginwithtitles:OfTrueReligionsuggestsatheologicaltract;

thefulltitle,OfTrueReligion,Haeresie,Schism,Toleration,Andwhatbestmeans

maybeus'dagainstthegrowthofPopery,soundsevengrimmertothemodern,

secularear一 一。notonlyseventeenth-centurytheologybutseventeenth-centurybig-

otry_.Areopagi° 亡icaノ ノ1SpeechofMr.Jonエ1ル7i1亡onfc)r亡hel乙fわer亡yof乙fnlicensed

Printing,totheParlamentofEngland.ASpeechtoParliamenthasadignified

sound;....Greatpoet-revolutionarycallsforlibertyofprinting:theexpression

tripsoffthetonguewiththedelightedeaseofaheadline....InAreopagitica,

MiltoncondemnscensorshipaswhatCatholicsdo,andsonecessarilywrongand

improperforProtestants,asinOfTrueReligionheattacksreligiousintoleranceon

thesamegrounds.Yetheisperfectlyreadytocensorand"extirpat"Catholics....

Nonetheless,thoughtheintolerancethatIllolocatesinAreopagiticaispresent...the

tractdoescommunicateasenseofliberation,unlikeOfTrueReligion.Whereasthe

laterpamphletlashesawickedgenerationwithscripturalquotationsanaldire

warningstomendtheirerringways"toavoid,theworstofsuperstitions,andthe

heaviestofallGodsJudgements,Popery"(440)...ig.
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Areopagiticaの 精 神 、 ローマ ・カ トリ ック教 会 だ け は"tolerance"の 対 象 に して は な

らない、 との主張 が 、30年 後 のOfTrueReligionに 維 持 されて い る。遊 学か ら帰 国 して

数 年 の青 年 の熱 意 に燃 えた文 章 は、 反 カ トリ ック とはい え、 言論 と出版 の 自由 を説 い て、

説 得力 が あ っ た。 そ れ に引 き替 え、 多 くの挫 折 に傷 つ い た、 盲 目の老 人 の 言説 は偏 狭 の

感 を免 れ ない。Are(2pagfがcaと 類似 の反 カ トリ ックの テー マで は あ るが、 他者 の 自由 を

排 し、 ロ`.マ ・カ トリ ック教 会 を糾 弾 す る頑 な姿 勢 に は、Are(2pag頭caの 自由 を称 え る

雄 弁 な弁 論 の魅力 は ない 。 カ トリ ック=イ ス ラム、 ポ ー プ=マ ホメ ッ トの 図式 で、 イ ン

グ ラ ン ドの プ ロテ ス タ ン ト結 集 を促 す 時流 で あ った 。 しか し、 後 に述 べ る よ うに、 この

時期 、 す なわ ち、最 晩 年 の ミル トンは政 治 か ら宗 教 を切 り離 す とまで は明言 しな くとも、

宗教 の ほ うに一層 的 を絞 ってい る。 そ の煩 悶 は.ParadiseRegainedの キ リス トの心 理 に

描写 され る。

で は、最 後 に、 その 攻撃 的 で、"militant"な ミル トンの 内 に共存 す る もう一 人 の ミル

トンに注 目 した い。

IIPenserosoの 次 の 部分 に描 か れ る"nun"の 姿 は議 論 を呼 ん で きた もので あ る。

Comepensivenun,devoutandpure,

Sober,steadfast,anddemure,

Allinarobeofdarkestgrain,

Flowingwithmajestictrain,

Andsablestoleofcypresslawn,

Overthydecentshouldersdrawn.

Come,butkeepthywontedstate,

Withevenstep,andmusinggait,

Andlookscommercingwiththeskies,

Thyraptsoulsittinginthineeyes

Thereheldinholypassionstill,

Forgetthyselftomarble,till

Withasadleadendownwardcast,

Thoufixthemontheearthasfast.

AndjoinwiththeecalmPeaceandQuiet....IlPenseroso,31‐45

カ トリ ック その もの と言 える この"nun"の イ メ ー ジは ミル トンの その 後 の作 品 に ど う

発 展 して い くの であ ろ うか。 そ の 追求 を試 み たい と思 う。数 少 な い ミル トンの女 性 登場

人物 の 中 で 、"nun"に 最 も近 い の は 、 聖 母 マ リ アで あ ろ う。K)9nunの"pensive",
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"musing"
,"PeaceandQuiet"は 、Nativi亡YOdeの 母 マ リア に も、ParadiseRegained

のマ リア に も共 通 す る。 しか し、ParadiseRegainedの キ リス トそ の人 に繰 り返 され る、

"
contemplation","meditation"の もた らす イ メー ジ に一 層近 い の は明 白で あ る。 自分

の使命 を思、い巡 ら しなが ら、 荒 野 で思、い返 す の は、12歳 の と きの神 殿 で の エ ピソー ドで

あ る。 これ は、 キ リス ト、母 マ リア 、Satanに よっ て述 懐 され る。 つ ま り、 各 巻 に ほ

ぼ1度 ず つ 、合 計3度 描 写 され る。

WhenIwasyetachild,nochildishplay

Tomewaspleasing,allmymindwasset

Serioustolearnandknow,andthencetodo

Whatmightbepublicgood;myselfIthought

Borntothatend,borntopromotealltruth,

Allrighteousthings:thereforeabovemyyears,

TheLawofGodIread,.andfounditsweet,

Madeitmywholedelight,andinitgrew

Tosuchperfection,thatereyetmyage

Hadmeasuredtwicesixyears,atourgreatfeast

IwentintotheTemple,theretohear

TheteachersofourLaw,andtopropose

Whatmightimprovemyknowledgeortheirown

Andwasadmiredbyall,yetthisnotall

Towhichmyspiritaspired,victoriousdeeds

Flamedinmyheart,heroicacts,onewhile

TorescueIsraelfromtheRomanyoke,

Thencetosubdueandquello'eralltheearth

Bruteviolenceandproudtyrannicpower,

Tilltruthwerefreed,andequityrestored:PR,1,201‐20

Butwheredelayshenow?Somegreatintent

Concealshim:whentwelveyearshescarcehadseen,

Ilosthim,butsofound,aswellIsaw

Hecouldnotlosehimself;butwentabout

HisFather'sbusiness;whathemeantImused,

Sinceunderstand;muchmorehisabsencenow

一56一



ミル トンとローマ ・カ トリック教会

Thuslongtosomegreatpurposeheobscures. (PR,II,95-101)

Andthouthyselfseem'stotherwiseinclined

Thantoaworldlycrown,addictedmore

Tocontemplationandprofounddispute,

Asbythatearlyactionmaybejudged,

Whenslippingfromthymother'seyethouwent'st

AloneintheTemple;therewasfound.

AmongstthegravestRabbisdisputant

OnpointsandquestionsfittingMoses'chair,

Teachingnottaught;thechildhoodshowstheman

Asmorningshowstheday.PR,IV,212‐221

幼少 より、読書、思索 を好 んだキ リス トは、その とき、 ローマの くび きか ら故国 を救 い

たい とい う衝動 を感 じた。その使命 を今確認する。 しか し、数 々の誘惑 を経 て、取 るべ

き方法 は純然 たる宗教、神の指導 に従 うのみ。 この世の、世俗的方法 はすべ て排 除す る。

このキ リス トの決意は ミル トン自身の決意である。

IbegandevotingmyselfwhenIwasaboytoanearneststudyoftheOldand

NewTestamentsintheiroriginallanguages,andthenproceededtogocarefully

throughsomeoftheshortersystemsoftheologians.(CPWVI,119)

かつ て革 命 に身 を投 じた と きの動 機 を回顧 し、今 老 境 にあ って、 さ らに もう一 度 、 そ の

確 認 を 自問 してい る。故 国 を ロー マ(ロ ーマ ・カ トリ ック教 会)か ら救 うこ と、 そ れ に

は宗教 的手段 以外 何 もない こ とを、OfTrueReligionで 表 明 して い る と言 う こ と もで き

よ う。

また 、IIPenserosoで は、"nun"に 続 い て、"cloister"の 描 写が 登場 す る。 ミル トン

の言 葉 で"cloister"に 関 して最 も有 名 な もの は、Areopagiticaの1節 で あ る。

Icannotpraiseafugitiveandcloister'dvertue,unexerci'edandunbreath'd,that

neversalliesoutandseesheradversary,butslinksoutoftherace,wherethat

immortallgarlandistoberunfor,notwithoutdustandheat.(CPWII,515)

しか し、IIPenserosoの 語 り手 は、 全 く反 対 に、cloisterに 好 意 的 で、 理想 の住 まい と
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す る。

Butletmyduefeetneverfail,

To.walkthestudiouscloister'spale,

Andlovethehighembowedroof,

Withantiquepillars'massyproof,

Andstoriedwindowsrichlydight,

Castingadimreligiouslight.

Thereletthepealingorganblow,

Tothefull-voicedchoirbelow,

Inservicehigh,andanthemsclear,

Asmaywithsweetness,throughmineear,

Dissolvemeintoecstasies,

Andbringallheavenbeforemineeyes.

Andmayatlastmywearyage

Findoutthepeacefulhermitage,

Thehairygownandmossycell,

WhereImaysitandrightlyspell_.刀Penseroso,155-70

この くだ りは ま さに ミル トンの晩 年 の姿 を予 言 して い るかの よ うであ る。 ホ ー トンで の

生 活 も"cloister"で の"nun"の 生活 に似 てお り、 イ タ リア旅 行 を機 に"salliesout"

で あ り、 革命 に よっ て"seesheradversary"と なる もの の、 老境 で は再 び"cloister"

の 中の 生活 に似 た生活 を送 る。

また 、 プ ロテ ス タ ン トはマ リ ア を偶 像 崇 拝 と して排 斥 す る。 当然 、 ミル トンのDe

DoctrinaChristianaに1よ 名 前 さえ挙 が らない。 しか し、"HolyScriptures"か らマ リア

を抹 消 す る こ とはで き ない し、 キ リス トとの深 い 関係 を無 視 す る こ と も不 可 能 で あ る。

ミル トンは 教 義 や 議 論 か らマ リ ア を外 して も、 詩 作 に は そ の 姿 を よ く描 い て い る。

ParadiseLostの マ リア に は、第 二 の イ ヴ として、 第二 の アダ ムで あ る キ リス トに劣 ら

ぬ 高 い位 置 が与 え られ て い る。今 年(2005年)の3月 の 『タイム 』誌 に、 プ ロテス タ ン

トで マ リア の位 置が 上 が って い る こ と、 最 初 の弟子 と して見 直 され てい る こ との記事 が

掲 載 さ れ た が 、 ミル トン は つ とに そ の こ と を認 識 して い た の で あ ろ う。 マ リ ア は

"H
olyScriptures"を 読 め ば読 む ほ ど、看 過 す る こ とので きない女 性 で あ る。

トリエ ン トの公 会 議以 後 の公 会 議 は、 第 一 ヴ ァチ カ ン公 会 議(1869年 一70年)と20世

紀、1962年 一65年 の 第ニ ヴ ァチ カ ン公 会 議 だ けで あ る。現 代 の カ トリ ック者 か ら見 る と、
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ミル トンの憤 りと叫 び は無 理 もな い。

先 日、 映 画 『マ ザ ー テ レサ』 を見 て 、感 無量 の場 面が あ った。1950年 代 に イ ン ドの カ

ル カ ッ タの街 路 で働 きた い とテ レサ は 申 し出 る。 そ の・答 え は 「300年 前(1650年 代)に

あ なた の所 属 す る修 道 会 の創 立 者 が 同 じ願 い を申 請 した と き、 ヴ ァチ カ ンは"No"と

言 った が 、今 あ な た に は"Yes"と 言 って い る」 で あ っ た。 ま さ に この300年 の 差 が ミ

ル トンの時代 とわれ われ の 時代 の差 で あ る こ とを痛 感 させ られ る。 ローマ ・カ トリ ック

教 会 内 です ら、 この変 革 で あ るか ら、対 外 的 に は察 して余 りあ る。 また、1966年 の公 会

議 に よる刷 新 を、私 個 人 も教 義 そ の他 の諸相 に おい て経 験 してい る。 現代 の カ トリ ック

者 に と って は、 ミル トンの 時代 の ロ ーマ ・カ トリ ック教 会 は想像 を超 え る もの で あ る 。

今 日で は、 ピュー リ タ ンの理想 が 種 を蒔 いた地 ア メ リカが 表 明す る対 イス ラムの キ リス

ト教 の ほ う こそ"tyrannyandviolence"の 表象 で はな い だろ うか 。
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